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表紙解説 輻烙覺鯰冬鞣貪鯰蝙ノ饉鱚鰺隋錮 絋麒麒幌

北イングランド、650平方キロ、ヨーロッパ最大の広大な植林人工湖公園 ,1982年女王ご臨席で開園 此のリクリエー

ション、スポーツ公園は芸術振興公共団体、各種団体からの支援を得て 1990年代以降パブリックアートが設置されてい

る.2004年、キューレーターの招待を受け現地を数日散策 大自然の中にオーダーのある植林グリッド、大きな空と広大

な湖の「おもて」に関わりたいと感じた .「光と影、そして反射」シリーズ「蜃気楼舞台」の設置である .

公園全域の植林の位置、レベルが正確に測量されているので既存 29本の樹を選び地上 10～ 14mの高さ5層にワイヤー

をデッキの上に吊るす (上図)ワ イヤーから吊られたステンレスの円盤 1000枚が風にゆらぎ 広大な空と湖水面を反射

して暗い森がキラキラと輝く、なだらかな地上面には森をぬって、本製の階段 &スロープが大小矩形 10組のプラットフォー

ムを繋げる (下図).この回遊デッキは 森林浴、1冥想の場、屋外セミナーの場に .サイクリングのルートの拠点としての休

憩スポットになる 密かに此処がファッションショー、満月の明かりに「能舞台」にでもなればと願っています .Why not?

川上喜三郎  王立英国建築家協会建築家  造形作家 AACA会 員

早稲田大学建築学科、同大学院修了.ジュエリー、プロダクトデザィンから建築、アーバンデザイン迄をモットーにロンドンを拠点に日英

米で活動 ロンドン市カムデン区役所集合住宅建築設計部を経てAAス クール教授 (1982～ 94)、 複数のロンドン大学建築学科卒業計

画の外部審議官 (1989～ 2004)、 新国立劇場デザインアドバイザー、TAK建築研究所との共同プロポーザルコンペに3連続最優秀賞 ;

郡山美術館、東京現代美術館、三鷹文化センター (1990)日産スタジアム矩火台コンペ最優秀賞案設置 (1998)、 京都迎賓館あかり計画 広

域計画では三菱地所丸の内計画アドバイザー (1998～ 2006)日 建設計大阪と共同 :北梅田開発コンセプト国際コンペ最優秀賞 (2004)、

グランフロント大阪設計アドバイザー (2008～ 2013)、 エストニア タリン市音楽舞踏祭の舞台装置 (2010)な ど      )
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ンは 強麒繹凸 辟隋雉絋

■開催日   平成 29年  6月 8日 (木 )午後 5時 45分～     1会 員総数  376名 (個人会員 266名 、法人会員 110名 )

●場 所   建築会館大ホール                  1成 立定足数 189名
■議 長   岡本 賢 (会長)                  ・ 出席者   207名
1議事録署名人 高橋圭太郎 (会員)、 山崎和子 (会員)               (出 席 80名、議決権行使書・委任状提出 127名 )

●進 行   立石博巳 (会員・総務委員会副委員長 )

岡本 賢会長 挨拶

皆様 29年 度通常総会に多数お集まり頂

き有難うございます。おかげさまで当協

会も、会員の皆様が大変活発に活動して

頂き、この会の存在が社会的に広 く認知

されるようになってきたと思ってお りま

す。 AACA賞 もたいへん高い評価を頂

くような賞になってまいりました、街に

アート作品を展示するという「街なかミュゼJ活動も、スター

ツCAM m様の大変なご協力を頂き定着しつつあるという

感じがし参 りました。その他講演会、フォーラム、展覧会

に多数の方々がそれらのいろいろな事業にかかわって、多

くの方たちに賛同して頂いているという形で、本当に皆様

方の活躍の幅が広がってきているということで、大変嬉し

く思います。当協会の創立者の芦原先生の考え方の一つに、

「社会に開かれた111体 であるべきだ。Jと 聞きました。まさ

にこの協会は、さまざまな分野の方たちが集まっておりま

すので、その考え方にあ、さわしい協会であると考えおりま

すし、そのために多くの方たちのいわゆる異業種交流とい

うことが活発に行われ、それがこの会員としての意義に繋

がっていると考えておりますので、いろいろな事業に参加

して是井交流を活発にしていって頂きたい。

本国の総会は28年度に行われました色々な事業を総括す

るということと、決算がメインのテーマになっております。

決算は、若千の黒字ということで終わっておりますけれど

も、こういうIJ体の性格としては、多大な利益を Lげると

いうことではありませんので、赤字にならない程度の決算

ということが一番望ましいのではないかと思っております

ので、その辺を含めまして是非ご審議をよろしくお願いし

たいと思います。

来年は30周 年を迎えます。そのための記念事業としてい

ろいろと企画が準備されております。この30周 年は芦原義

信先生の生誕 10o年 ということも絡んでお りますので、是

非、芦原先生に絡む色々な事業企山iも この中に取 り込んで、

芦原義信先生のイメージをこの会が強く持っているという

ことを訴えていければという風に考えております。
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いま、武蔵野美術大学では8月 13日 まで、「芦原義信建

築アーカイブ展」が開催されております、まだ見てらっしゃ

らない方は、是非ご覧になり、すばらしい図面等が残って

おりそれを感じて頂ければと思っております。そういうこ

ともありますので、芦原先生の 100年 を記念する30周 年と

いうことに盛 り上げていただければという風に考えており

ます。

これから始まります 29年度も色々な事業核があります、

会員の皆様方、活発に活動して頂き、この協会というフィー

ルドを使って異業種交流も含めた様々な活動の場にして頂

ければ、とゆうことをお願いをいたしまして、私の挨拶と

させていただきます。どうもありがとうございました。

審議

第一号^議案・平成 28年度事業報告に関する件を川瀬専務

理事、 第二 号^議案 。平成 27年度 貸借対照表、正味財産

増減計算書、財産日録及び収支計算書に関する件を石円lll

事・事務局長より提案説明があ り、また村松監事より28年

度の会計及び業務について監査報告がなされ、議長採決の

結果 第一号 。第二弓^議案は満場一致にて承認された。

第二号議案・長期会費滞納会員の処遇に関する件 も提案

どお り議長採決により満場 ^致 にて承認された。

第四写^議案・平成 27・ 28年度理事・監事の選任について

議長より提案があり採決により満場一致にて承認された。

以上をもって 29年度通常総会の審議は滞りなく終 rし た.

(事業報告・決算報告は、協会ホームベージに掲載 )



― 平成 29年度 通常総会

報告
<平成29030年度 協会役員の紹介>

3月 27日 開催の 28年度第五回理事会にて決議された。平

成 29年度事業計画・事業予算書について石田理事・事務局

長より報告された。

(事業計口i・ 事業予算は、協会ホームページに掲載)

第二回理事会

同日 別室にて 29年度第二回理事会が開催され、役員の

互選が行われ審議決定し、その結果を通常総会会場にて議

長より出席者に発表された。 (別 途記載 )

講演

「<街なかミュゼ >活動実施報告及び将来展開Jについて

講演があった。

講演者 日本建築美術工芸協会展覧会委員長 平山健雄

スターツCAM株式会社 執行役員  千坂真吾

交流懇親会

岡到1事・副会長の乾杯発声により、開催され賑やかに交流・

懇親が進んだ。

途中新人会員の紹介・予定される事業の案内を挟み束條

理事の中締めで終了、散会した。

理 事 (常 務)森 暢郎  的山下設計

代表理事 (会長)

理 事 (副会長)

理 事 (副会長)

理 事 (副会長)

理 事 (専 務)

理 事 (常 務)

岡本 賢

岩井光男

岡 房信

安河内敦子

川瀬俊二

人野 勝

建築家

建築家

岡計画事務所

造形作家

蜘梓設計 顧間

朧佐藤総合計画

収締役

事

事

理

理

大成 浩

尾崎 勝

亀井忠夫

斎藤公男

芝山哲 也

菅 順二

束條隆郎  建築家

日置 滋  建築家

平山健雄

本 耕一

米林雄一

六鹿正治

石田員人

森田高年

中村弘子

特別顧間

彫亥J家

鹿島建設巾

専務執行役員

建築設計本部長

巾 日建設計

代表取締役社長

建築家

日本大学名誉教授

大成建設巾

常務執行役員

巾角
^中 工務店

常務執行役員

事

事

理

理

理 事

Jll 事

理 事

理 事

理 事

JT 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

東京工業大学副学長

光ステンド「 房代表

森ビル伽 顧間

彫亥1家

東京藝術大学名誉教授

巾日本設計取締役会長

事務局長

美術家

ケヤキスタジオ代表
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平成 29030年度
協会組識図
一般社団法人 日本建築美術工芸協会

◎常置委員会

・表彰委員会

委員長  可児才介

副委員長 六鹿正治

・情報文化委員会

委員長  坂上直哉

副委員長 露匡1典 子

・調査イリ1究委員会

委員長  南 三一郎

副委員長 小野寺優元

・景観シンポジウム委員会

委員長  川瀬俊二

副委員長 小谷純造

島本健司、高柳登美

。文化事業委員会

委員長  小谷純造

副委員長 島本健司、堀 岡1、

二本llll 敏
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。会貝交流委員会

委員長  廣角京 ^

副委員長 青木 崇、白石健二

二本柳 敏

・展覧会委員会

委員長  平山健雄

副委員長 山崎輝子

・フオーラム委員会

委員長  立ィi博巳

副委員長 齋藤宗弘

・広報委員会

委員長  飯田郷介

副委員長 野口真理 (会報担当)

田 L秀司 (H PI「l当
)

・総務委員長

委員長  石田員人

副委員長 立石博巳

(平成 29年 6月 より実施 )

◎特別委員会

・協会賞選考委員会

委員長  古谷誠草

・倫理委員会

委員長  森 暢郎

・会員増強委員会

委員長  東條隆郎

副委員長 芝山哲也

・ 30周年記念事業実行委員会

委員長  岩井光男

副委員長 本多 陽

社員 個人会員 。法人会員

社員総会 (1回 /年 )

協会賞選考委員会

(古谷委員長)

理事会 (5～6回/年 )

理事・監事・事務局長 (22名 )

倫理委員会

(森委員長)

監事 (2名 )

会員増強委員会

(東條委員長)

30周 年記念事業実行委員会

(岩井委員長)

企 画運 営会 議 (1回 /月 )

会長・副会長・専務・常務理事・監事
委員会委員長・事務局長 (17名 )

可児委員長 坂上委員長 立石委員長 小谷委員長 川瀬委員長

広報委員会

一
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術工芸協会創立 30周年記念と

誕 100年記念

30周星藝/髯珍駆几會炉苫 岩丼光男

般ヽ社団法人日本建築美術工芸協会は、任意団体 として

1968年 に設立 された建築美術工業協会が原点 とな ります

が、その 20年後の 1988年 11月 28「 |、 社IJ法人日本建築美

術工芸協会として現在に続 く活動が始まりました。そして、

2013年 には公益法人制度改革法によって一般社団法人とな

り今日に至っております。来年 2018年 (平成 30年 )に は法

人として創立 30周 年を迎えることになります。「建築に関わ

る美術、「 芸並びにその製作を支える人びとが連携 し、交流

の場をつくり、社会のニーズに応えるよう文化と芸術性の考

究と関連情報の収集・利用を促進するJと いう理念のもとl13

会の活動は会員の皆様の熱意とご/1N仕 によって運営されてお

ります。

この協会設立の中核となったのが芦原義信先生です。1988

年に芸術院会員、1990年 に建築学会大賞を受賞、1998年 に

文化勲章受章をされた、言うまでもなく日本を代表する建築

家であります。ソニービル銀座、日立歴史民俗博物館、東京

芸術朦1場などの建築作品、1街並みの美学』「空間の設計』『隠

れた秩序|な どの著作を残し、若い建築家に多くの感動を与

えてきました。私が感銘を受けたのは『街並みの美学1で し

た。戦後の高度経済成長のなかで効率や収益性が優先され

る建築や街づ くりが進む日本にあって都市景観や都市の文化

の重要性を示したこの本は、間違いなく名薯だと思っていま

す。都`い
の空間づ くりに携わってきた私にとって心の指針と

なるものであ りました。芦原先Jiは 2003年 9月 24日 満 85

歳で他界されましたが、協会設立以来協会の中核として活動

に尽力されてきました。先生の人柄に魅 rさ れ協会の理念に

賛同された人々が集まり協会は今日まで継続されてきたと確

信 しています。先生は 1918年 7月 7日 東京に生まれていま

すので、来年は生誕 100年 になりますc良い機会だと思いま

すので 2018年 を協会創立 30周 年と先生の生誕 100年 を記念

ノニービル銀座

(東京都中央区、撮影 :飯田郷介)

街並みの美学
芦 原 義 信 著

岩 波 書 店

した特別な年としたいと思います。

現在 30周 年記念事業実行委員会では各委員会の委員長に

ご出席いただき事業計伸iを 作成しております。 AACA賞 、

景観シンポジウム、展覧会、フォーラム、セミナー、講演会、

会員交流会など例年の協会事業活動を 30周 年記念事業に相

応しいテーマと内容にしたいと考えています。AACA賞 に

ついては今年度で 27回 日、今では社会的にも認識度は高 く

受賞の難しい賞になりました。この歴史を振 り返 り、記録と

して残すのも意義あることではと考えていますc芦原義信生

誕 100年記念については先生の作品見学と先生を語る講演会

を計画しています。また記念誌編纂委員会による 30周 年の

記念誌の作成と発行を計伸iし ております。記念誌は会員皆様

のこれまでの協会活動や、aacaに ついて語っていただき、

多くの会員が参加する記念誌にしたいと考えています。会員

の皆様には積極的に協会活動にご参加をいただき、協会設立

30周年記念と芦原義信生誕 100年記念を共に祝いたいと願っ

ております。

(長野県諏訪市、撮影 :飯田郷介)
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aaca景観シンポジウム開催報告

「個と群」アーティストと建築家のコラボレーション

日本建築美術 |:芸協会では、毎年、春と秋に、景観シンポ

ジウムを開催しています.文字通 り、東京を中心とした日本

の都 |ド 景観にインパクトを与‐えるプロジェクトゃ都市景観の

未来を展望していく事を主題としています。

2017年 3月 には、「イ同と群J― アーティストと建築家のコ

ラボレーションーというタイトルで、アーテイストの野老朝

雄氏、建築家の宮地弘毅氏に登壇頂きましたc野老氏は、

2020年 のオリンピック・パラリンピックのエ ンブレムデザ

インの選考で、見事、当選され、その名前は、一躍、国内外

に知れ渡ることとなりました。しかし、後述のように野老氏

は建築とアー トを繋ぎとめる仕事や研究を長年されて来た方

です。そして、 ^方 の宮地氏は三菱地所において、若い頃か

ら丸ビルやベニンシュラ東京など丸の内を代表するプロジェ

ク トを担当され、大名古屋 ビルデングと大手町パークビル

ディングで野老さんとコラボレーションされました.現在、

三菱地所設計の部長として活躍中です。この二つのプロジェ

クトを llHに 、アーティストと建築家に、都市景観を倉Uり 上げ

ていくプロセスを語って頂こうと計画を立てたのです。

野老氏は東京造形大学で建築学を専攻、その後、ロンド

ンの AAス クールで、川上喜二郎教授にll l事 し、建築 とデ

ザインを学ばれました。そして、2001年 頃からは独学で紋

様の研究を始められました。川上喜三郎氏は開成高校から早

稲円大学の建築学科に進み、そしてロンドンで設計活動を始

め、やがて AAス クールの教授を務め、また一方で彫刻家

としても積極的に活動されています。協会の重要な事業の ^

つに顕彰がありますが、声原義信賞 (新 人賞)では、ずっと、

川 11喜 三郎先イLに お願いして、先生のアー トワークを賞牌と

して採用させて頂いております。また、野老朝雄氏の父、野

老正昭氏 (故人)も 、かつて aacaの 会員であり、建築家と

8   11111111 2θ ,7 7no 77
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して活動されていたので、講演をお願いするに当たって、下

調べや面談をしていく中で、野老氏が、いかに本会 aacaに

縁の深い方かを実感した次第です。

これまで aacaの シンポジウムでは、第一部で登壇者にそ

れぞれ講演頂き、第二部でパネルディスカッションをしてい

く進行でしたが、登壇者の意向で、今 |百 1は、第一部で、宮地

氏が自身の建築作∴||を 紹介しながら、次第に野老氏と親交を

深め、コラボレーションするきっかけとなるご縁を話され、

実現した大名古屋ビルデングでのコラボレーションでの応答

を興味深 く紹介、これに野老氏の トークが噛み合わさり、人

手町パークビルディングでのアー トワークも含めて、大変興

味深いパネルディスカッションとなりました。

そして、第 1部では第一部のパネルディスカッションを受

けて、野老氏の「個と群」の講演が始まるという構成になり

ました。野老氏の Macを 操作 しながら、様々な紋様をスタ

デイ展開していくプレゼンテーションは会場の参加者をうっ

とりと虜にするように魅力的でした。まるで ^つ の細lllLが増

殖し、発展、変化 していくような楽しさを味わう事が出来た

からです。詳しい講演の様子は、記録誌に託したいと思いま

す。

また、次
「

|の シンポジウムの企画を練 り、実現させていく

時期となりました。会員のみなさんや参加して ドさる方々の

熱意を糧に、9月 のシンポジウムを実 りあるものにしていき

たいと思っています。

(撮影 :立石博巳)



aaca景観シンポジウム開催報告

aaca景観シンポジウム「個と群」に参加して

「個と群 アーテイス トと建築家のコラボレーションJを

テーマとした今回の講演は、三菱地所設計で丸の内の物件

を数多 く手がけられた宮地弘毅さんを建築サイドに、そし

て 2020年 東京オリンピック・パラリンピックのエンブレム

をデザインされた野老朝雄さんをアー トサイ ドにお迎えし

て行われました。建築 とアー トのコラボレーションに野老

さんの「幾何学Jと いう観点が加わったことで、より幅広

い議論をお伺いすることができたように思います。

お二人の出会いは 2012年竣:11の JPタ ワー、この煙突部

分をアー ト化できないかという依頼でした。ここで野老さ

んは丸いものの繰 り返 しに律を適用 させることでモアレや

波模様を生 じさせるという「個 と群」の手法で提案を行わ

れています。残念なが らこの提案は実現されませんでした

が、このプロジェク トでの繋が りがきっかけとなり、続 く

大名古屋 ビルデ ングや大手町パークビルディングでのコラ

ボレーションが生まれました。人名古屋ビルデング建替え

プロジェク トにおける依頼は低層部ファサー ドのガラスデ

ザイン、コンセプ トは「クリスタルJで した。ここでの野

老さんの提案もlI:方形を半分に切った 45度の三角形という

「個」を律のもとで剰[み 合わせた「群」 となってお り、15

度ずつ変形 していく全 7種類のパターンが徐々に変化 して

いく様子をコマ送 りで見ていると錯覚的に水の流れのよう

なものが感 じられ、実際にこの建物を見 Lげながら歩いて

口|っ てみたくなりました。室内環境にまで影響を及ぼす外

装ファサー ド、しかも人々の印象に与える影響が特に大き

い低層部をアーティス トに依頼するという決断には、野老

さんに対する宮地さんの厚い信頼が感 じられます。宮地さ

んが仰っていたような「建築家だけでものを作るのには限

界がある、優れた人たちとコラボしなが らいいものを作 り

たいJと いう建築サイドの強い想いがアーティス トの起用

につなが り、建築の新 しい可能性が生まれるのだと実感し

たエビソー ドでした。

日対 劃 瑛 術£ 嘉 聾 好 量 菫 松 田 真 理 子

今年竣工を迎えた大手町パークビルディングでは、緑とい

うキーワー ドで皇居と大丸有の街を繋いでいくというコンセ

プ トを表現するなかで、緑のリレーの起点となるようなパブ

リックアー トがツく頼されました。TOWER OF CONNECT
と名付けられたこの作品は、「木Jと いう漢字からイメージ

された六角形のビースが回転しながら手をつなぎ合うように

接続し、本の幹のような 3層の円柱を作 り上げています。講

演会の後日改めて現場を訪れたのですが、まるで空中から木

の成分が析出してこの地に根を張ったような、まさに「起点」

を感じさせる力強さを持ったパブリックアー トでした。

後半は野老さんの今までの作 |キ||や オリンピックエンブレ

ムを中心に「個 と群Jと いう手法への挑戦についてお話し

いただきました。何億通 りのパターンからの選択はどう行

われているのか、数学者や和算と幾何学の関係、そして近

年話題に上ることの多い著作権の問題まで、興味深いお話

が幅広 く展開し大変勉強になりました。今後デザインと著

作権の問題がますます切 り劇[す ことができないものとなっ

ていくなかで日本のデザイン界が考えていかなければなら

ない分野に対 し、野老さんはオリンピックのエ ンブレムを

もって挑 まれてお り、 L間 や法律が どう反応するのか川l待

が高まります。建築出身のアーティス トとして「コンパス

と三角定規でできる世界」の律を尊重されている野老さん

と、野老さんを信頼 し建築の顔を任せる建築家宮地さんと

の出会いから話が始まり、JPタ ワーや人名古屋ビルデング

では「建築自体にアー トを取 り込むコラボレーションJ、 大

手町パークビルディングでは「パブリックアー トとしての

コラボレーションJと いう形で、幾何学スタイリングと建

築のコラボレーションの今後の大きな可能性が感じられま

したc次 国の講演会でも建築 とアー トの新たな‖1合 につい

てお話を伺えるのを楽しみにしています。

「TOヽⅣER OF CONNECT」 F

(撮影 :飯田郷介)
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宮地弘毅氏 (撮影 :立石博巳) 野老朝雄氏 (撮影 :立石博巳)



■覺覺鯰戌蛉 憮鑽凸

魃爬蘊覺紐 餞穆靡隕穆魃

ミツカングループ本社地区再整備プロジェクトの一環で計

画された企業博物館であるc酢づ くりに始まり200年以 L事

業を営み続ける同社倉1業の地、知多半島の
｀
卜田市にある当該

地区は、運河沿いに黒い下見板貼 りの建物が並び、三州瓦に

よる勾配屋根がリズミカルに連なる街並みで知られた美しい

景観を有していた.本社地区では、企業活動が地域文化と表

裏一体の関係にある一方、すでに41産機能の多 くは各地に移

転しており、再整備が必然となっていた。

私たちは、地域や企業の存続にとって、保存の為の保存

に執着するのではなく、従前の良さを残しながら新 しい価値

を生み出すことが重要 と考え、地区内の建物毎に保存、改

修、改築の方針決定を慎重に行った。地 IX中 央に位置する

MIZKAN MUSEUMには、歴史的な景観を継水すると同時

に次の時代を支える新しい機能とそれにあ、さわしい空気感を

備える建築が求められた。また忠まれたド1然 と共生し、地域

文化の創造・発展に寄与する空 P・7を 実現する必要があった。

こうして「伝統 。革新・環境Jの融合をテーマとする施設づ

くりが行われた。

従前の鳳t景 を形づ くり、見る者に深い自J象 を与える要素を

分析 し、屋根勾配やセットバックなどの |:夫 で街路沿いにお

ける余 |′ |の プロポーションを保ったり、空間に応じて建屋の

高さを変化させリズミカルなスカイラインをつくりだしたり

するなど、新しいプログラムに際して街並みに違和感を与え

ない工夫を施した.以前に倣った本とINLに よる対岸の建屋に

対し、MIZKA N MUSEIIMは、耐久性を重視 したアルミの

外壁といぶし瓦の屋根を組み合わせてデザインし、場の印象

い N丁丁ファシリティーズ 関西事業本部
E&C事業部 エンジニアリング部

建築設計部門 建築設計室長

日本建築美術工芸協会法人会員

」り|1大志

を支配するモチーフを丁寧に抽出・再配して歴史と未来を同

時に感じさせる雰囲気を創出したcま たかつての風景にあっ

た煙突を換気装置として新たに設け、建て替え前にはなかっ

た象徴性も付加している。

プラン構成は、従前の 1:場 による街並みの印象を保つべ く

rltえ て外側を閉じ、中庭を現代的で地域に開かれた空間とし

ている。その上で街路沿いや展示空間に内外の接点を柔らか

く設け、地域と企業が緩やかに共存する独自の価値観を具現

化した。

運河沿いを北上する風や、かつて昨づくりに使われた井戸

水、半かな日照を利用した換気・空調システムなど、
｀
卜田の

環境ポテンシャルを活かす試みもプロジェクトにおける重要

な位置付けを占めている。物ljl的 な省エネ効果はもとより、

運河沿いの景色を楽しんだ利用者が展示を通 じて酢づ くりに

ついて学び、水13の揺らめきや風の流れを感じて、半出の自

然や水と共に歩む企業の想いを汲みlkり 、また普段の生活に

戻ることで意識の変化を起こすことをリリ1待 している。

MIZKAN MIISEUMは 多様な価値観を持つ人たちが多 く

集まり、「伝統・革新・環境Jの融合に向かって多 くの議論

を繰 り返 しながら実現 した施設である。奇抜 さを狙うわけ

でなく、しかし確実にわかりやすいメッセージが伝わるよう

に、まちづ くりからディテールまで、一つ一つ課題III出 とそ

の解決を繰 り返 しながら検 rlNlを 積み重ねた。その積み重ね

が、内外部にわたり、周辺環境と建物、展示物、サインといっ

た様々な要素が fiい に引き立て合いながら、歴史と未来を同

時に感じさせる「古 くて新しいデザインJを生んだ。多くの

来訪者が、以前と変わらない独特の世界観を感じながら、 iJl

所で新しい記号を発見し、それらが互いに高め合うに日象を持

ち帰ることで、歴史ある企業が根付 く地域の記憶が未来へと

継水されていく。

西側外観 多様な価値が響きあう

10  臨  207ア アno 7ア

(撮影 :坂野)

渡り廊下 街路より中庭を垣問見る

(撮影 :エ スエス名古屋支店)

■底夜景 井戸水を利用し,た水盤のある空間

(撮影 :エスエス名古屋支店)
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■戌立靡戌卜 憮鰊蛉

憔丁ヲ
「

文

～ヤマノイエについて～

この度優秀賞を拝領致しましたヤマノイエは、個人事業家

のための別荘です。十数人で泊まり込んで作業をすることも

あれば、 ^人 で集中して考えたいこともある。親しい人と少

人数でゆったりくつろぐこともしたい。そんな様々なシーン

を内包することを求められた住宅です。

初めて敷地を|力 れたとき、傾余1地 に広がる落葉樹林の美し

さが強くrp象 に残 りました。この美しさを囲い取 りつつ、い

ろいろな角度から楽 しめるたくさんの居場所を用意すること

で、要望に応えうる懐の深い空間を作ることができるのでは

と考えました。

敷地を注意深く調査すると、斜而中央に水の道があって、

特に日立つ樹木はそこに沿って生えていることがわかりまし

た.その流れを保存しつつ、中でも一番大きくて美しい欅を

中心に、美しい林をそのまま暮らしの中に取 り込めるような

中庭を作 りましたc

敷地の外周部は、土から4Lえ た巨石のような厚 く粗い黒

コンクリー トのはつ り壁とした一方、中庭側は木製カーテン

ウォールと縦長の本壁でII■
Rや かな表情として、本々の繊細な

枝葉となじむようにしました。

土地が本来持つ流れに沿った作り方は、ランドスケープでも

踏襲され、中庭をななめに突っ切るように作られた岩の道は、

通常時は散策路として、人雨やプール放水時は水路として計

画され、水 ドの浸透池まで緩やかに水が流れるように導かれ

ています。また、修景に使用した薪、枝、岩、卓は、全て]:

事エリアから出たものを採収、保全しておいたものであり、林

の様相が変わってしまわぬよう、生態面でも留意しました。

二つに分けた建築のうち、斜面 11部 の棟をリビングにあてて

います.ゆるいコの字型の大きなワンルームで、メインツリーの

建築家

津野建築設計室代表

日本建築美術工芸協会会員

津野恵美子

欅をゆるく円いながら、中庭の勾配に合わせて 3mの高さを段々

Lがっていく構成です。開放的で浮遊感のある中庭側とは対11

的に、堅く閉じた外周側にも、ところどころに穿たれた穴のよ

うな室を作ることで、斜面に埋まり込んで見 11げ るような関係

を感じられる場を作 りました。また、見通せないけどつながっ

ていく奥行感を演出するため、薄い梁の連続でできたシンプル

なイエ l■l架構をそのまま露しとして見せ、梁柱が一体となって

できたハイサイドライトからは光や緑を楽しむことができますc

一方、斜而 ド部に位置する寝本棟は、寝室や17i市場などの

小割の機能空間が人っています。傾斜に対してまっすぐ配置

することで、地泊iか ら5m tt L浮 いた烏の視点から、創山iに

理まり込んで林を見上げる小動物の視点まで、余1泊
jと の関係

性にバリエーションを持たせて、それを部屋ごとの特色として

います。

場所が持つ小 さな特色によって浮かび上がって くる、

ちょっとしたコーナーや抜け感。そういったものを積み重ね

ることが、懐の深い豊かな空間につながると考えて、つ くり

あげた建築です。

リビング (撮影 :西り1公朗)

(撮影 :西川公朗)
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不足する難病の子どもと家族への支援

日本には難病を患う子 どもが約 15万 人、命にリスクのあ

る子どもは 2万 人いるといわれている。医療の進歩に伴い命

が救われる一方、在宅看護の ■どもは増加傾向にある。

1ど もは遊びや学びの機会が損なわれ、家族の負担は大き

く、社会から孤立しがちである。この現状に対する地域 。社

会からの認知度は低 く、社会的サポー トが不足していること

も課題といえる。人院治療の難病の 1ど もと家族への支援だ

けでなく、入院を終えた後、在宅で|え 療的ケアを行いながら

暮らす子どもと家族への支援やそのための施設は不足してい

ると言われている。

日本初「コミュニティ型こどもホスピス」

このような背景から、事業者である「こどものホスピスプ

ロジェクト」と、英国の「ヘレン&ダ グラスハウスJと の

交流からたどり着いた ^つ のかたちが「コミュニティ型こど

もホスピスJである.病院ではなく家であること、地域に根

差した自発的な活動であること、友として寄 り添うこと、財

源を補助金ではなく寄付に頼る慈善活動であること。これら

の特徴から、より子どもと家族の多様なニーズに応えられ、

心から安心し気兼ね無 く集えるコミュニティの場となること

が意図されている。

私たち設計者に求められたのは、 |1本初の「コミュニティ

型こどもホスピスJのあるべき姿を描き、それを具現化する

ことだった。

家であるだけでなく、村のような場所

日本に前例のない「コミュニティ型こどもホスピスJの設

計にあたり、まずここでの生活のシーンを想い描 くことから

始めた。ここで過ごす時間の中には楽しいだけでなく辛いと

きもある。「その時の気持ちに応じて居場所が選べることJ「 そ

れぞれの居場所が孤立せずに緩やかにつながっていることJ

が大切なことではないか。

それは、家のようにくつろげる空間であるだけでなく、村

のように多様な空間や居場所があり、繋が りのある「いろん

なJであふれている場所がふさわしいと考えた。

「いろんな」であふれる場をつくる

TSURモ IMIこ どもホスピスは、6つ の家が道によって繋

がっている。家には「みんなの部屋」や「おとの部屋Jな ど、

様々な特徴をもった部屋があり、道を歩くとわくわくする場

耐fに 出会う。家と家の間には小さな溜まりのスペースやいろ

んな形の庭があり、少し離れて休んだり、時には隠れて泣い

たりもできる。内外装の仕 Lげには木材を多り‖し、タイルや

金属、柔らかいサインなど、優 しさや楽しさを大 L/」 に ll画 し

た。中庭に面した深い軒は夏の日差しを遮 り、道の空間には

心地よい風が抜け、一年を通じて、ありのままの自然を感じ

ながら安 らげる。家を繋 ぐ道は、敷地全体へ伸びていき地 ド

鉄駅と住宅街へと繋がる。緩やかなカーブを描 く道の合間に

描いた「まちの広場J「遊びの丘Jと いった特徴的な場では、

地域の 子ども達と一緒に遊んだり、季節のイベントを通じて

新たな出会いが生まれる。

心を動かす、やさしい風景をめざして

2016年 4月 大阪に誕生 した日本初の「コミュニティ型こ

どもホスピスJで ある TSURUMIこ どもホスピスは、難病

の子 どもと家族に個別のサービスを提供するため、寄付に

よって民間の立場で運営されている。活動を継続していくた

めには地域・社会の理解と支援が必要である。そのためにも

利用する子どもや家族、支援するすべての人の心を動かすや

さしい風景となることを目指した.

この風景が社会に広が り、さらなる支援の輸が広がること

を、そして第 2・ 第 3の コミュニティ型こどもホスピスの道

標となることを願っている。

道の空間 中庭に向かう本の梁が連なる南伊」外観 6つの家を途
‐
l空間がつなく みんなの部屋 登り梁が家1感 じさせる

(撮影 :鳥村鋼―)
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AACA賞選喜抒重曇盆嚢量員  亘■尾」萄針

AACA賞が設ilさ れてから昨年で 26回 を数えました。

この賞は、都市デザイン、地域デザインからランドスケー

プ、建築、工芸、絵画、彫刻、環境美術、グラフイック、ディ

スプレイ、インテリア等のほか、素材やエネルギーの領域に

至るまで広範囲にわたる作 I∵|を 対象としています。毎日|す ぐ

れた多くの応募作品が集まり、審査する選考委員会ではいつ

も難しい判断を迫られます。 一般の建築賞や美術賞とは性格

を異にしていて、建築家、美術家、11芸家をはじめ様々な分

野の個人や団体が連携協力して出来上がったものを表彰する

のが大きな特徴ですc

毎年秋に審査が行われ、AACA賞、優秀賞、奨励賞、特

別賞に加えて将来ある有能な新人を表彰する芦原義信賞等の

作 171が選ばれます。受賞者には 12月 に行われる当協会の設

立記念会において賞牌や賞状が授与されます.一昨年までは

受賞者の一部の方に簡単な作品についての説明の機会が与

えられていましたが、なかなか受賞作品全体の姿が見えにく

く、会員からは作計!や作者の講演をやってはどうかという意

見も多く聞かれていたところでした。そこで昨年の第 26 LI

AACA賞からは、表彰式での簡単な説明とは別に、独立 し

たイベントにおいて受賞者に受賞作占llだ けではなく作者の紹

介も含めてお話をいただき会員との交流を図る「AACA賞

受賞者紹介のつどい」を開催することになりました。文化事

業委員会と表彰委員会の共催で、京橋の AGCス タジオをお

借 りし2回 に分けて受賞者の皆様と会員の交流を行います。

第 1回 は去る4月 11日 夕方に開催されました。前半では

AACA賞受賞者の中藤泰昭さんをはじめとして、優秀賞の

橋口新一郎さん、奨励賞の山田誠 ^さ ん、石井大五さん、出

<AACA受賞者紹介のつどい>

●2017年 4月 11日 (火 )

●場所 :AGC Studio

■主催 :(―社)日 本建築美術工芸協会

■受賞者

AACA賞 「G loya(銀 座・伊東屋)」

中藤泰昭 (大成建設―級建築士事務所 )

優秀賞「織物の茶室～下鴨神社・札の森」
橋口新―郎 (建築家 近畿大学建築非常動講師 )

奨励賞「実相寺 毘沙門堂」
山田誠― (山 田誠―建築設計事務所)

奨励賞「トイレの家」
石井大五 (フ ューチャースケーブ建築設計事務所)

奨励賞「TSURURIこ どもホスピスJ

片瀬順― (大 成建設―級建築士事務所 )

出口 亮 (大成建設―級建築士事務所 )

日売さんがそれぞれ大変短い制限時間をフルに使って熱いお

話をしていただきました。主催者としてはあまりに時間が少

なくて中し訳ないと思っていたのですが、皆さんのお話は作

品の説明だけではなく、作者の人となりや今までの活動が理

解できるような素晴らしい期待以上の内容でした。1時間余

りの講演の後、同じ会場で懇親会を行い、受賞者の皆さんと

会員とが親しく交流し、さらなる理解を深めることができた

ように思います。

第 2回 は6月 13日 に同じくAGCス タジオにて開1に しま

すc芦原義信賞、優秀賞、特別賞の受賞者の 5組の皆さんを

紹介します。会員の皆さんのふるっての参加をお願いします。

(撮影 :飯田郷介)
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褥%の攣―儡

夕吻嘔蜀吻鍮蝙仁 驀 釉贔

2017年 3月 に銀座の画廊で「岡本雪 チ作肝:展 +賢Jの作

苦|1展 を開催しました。

2015年 9月 、妻の雪子が突然の病で他界しました。生前

の雪 1は 1供 の頃から油絵を学び、学41時代も美術サークル

に所属し、私と結婚後も趣味で画家の黒崎俊雄氏に師事 し、

長い問絵画の世界に親しんできました。

横浜の自宅の傍らに陶芸の窯場をみつけ、それからは陶芸

のL界 にもなじんできましたっ絵画と陶芸を結びつけるもの

として、絵付けに興味をもち、鎌倉の教室で絵付けを楽しむ

事に新たな世界を見出していました。同時に絵画の方では静

物山iや 人物画、風景山iと いう、あくまでも素人の趣味の中で

描いていましたが、陶芸の絵付けでは精密画を精魂込めて描

くという手法にのめり込んでいました。呉須を用いて丹念に

集中力を持続して描 く為に、家事を放棄して創作に熱中して

いました。

同時に描いていた絵画の方は、近年全 く違った神i風を描 く

様になり、アクリルベイントを使って抽象画を好んで描 く様

になりました。人胆な色使いとパレットナイフを使って、陶

芸の世界での級密な作業のス トレスを開放しようとする様な

作風を展開していました。熱中するあまり、家事も家の中も

散々にしていた事もあって、その作品に対して辛辣な批評ば

日本建築美術工芸協会会長 岡 本  賢

かりを私は投げつけていましたが、振 りかえって見るとその

作 !1占群はそれなりのレベルに達していた様に思います。

陶器の絵付けは、図柄は占くからあるものの引用が多 く、

独創性は乏しいと思いますが、その作業は素人の枠を脱して

いる様に見えました。抽象画は全 く自由奔放で何のこだわり

もなく、ただ感じたままに描いていますが、色彩感覚が良く

何かしら清涼感や安心感を得られる様に思います。

それ等の作品をまとめて子供や孫達に伝えておこうと思

い、作品集としてまとめる事にしました。友人が銀座の山i廊

を li宰 していて、その作品集を見て作品展を開催 したらとい

う話を頂いて、ついでに私のつたない陶芸作占||を 並べて、絵

画と陶器の作品展 とする事にしました。会場には多くの友人

の方々に来場頂 き、生前の雪子の想い出等が語 られました

が、多 くの方々から雪子がこの様な作品を創作していた事は

全 く知らなかったという話を聞き、如何に雪 ■があくまで趣

味としての創作で他人に語る事とは考えていなかったという

思いを強くしました。

作品展を開催 した事を、雪子は彼方で迷惑がっているかも

しれませんが、雪子が残した多くの作ど!群 と子供達、孫達の

存在が、生きた証として多くの方々に憶えていて頂ける様に

なったかと思っています。

陶作品、同本賢 作

,ミ ,「 :TIm三十11

・一）一一
鑢
一一

餃

一

脩鰺瘍 鶴
染付呉須大皿、日本雪子作

会場のようす

- 2θ
,7 7 no 77

染付呉須大皿 岡本雪子作 陶作品、岡本賢 作



蠅釉鰊艤一隋

蛹颯餞藝又嶺贔枡瘍珍務忽颯隧

女子美術大学付属高校昭和 35年卒業の有志による「再会

Ⅲ‐久しぶ りのクラス会展Jを 4月 10日 ～ 15日 まで東京交

通会館 Blの シルバーサロンBで行ったcこ れまで人生の節

日に再会展を開lilし てきたが今回は 3 FI日 である。第 1回展

には当時女子美術大学の理事長だった大村智先生がご高覧

下さっていたので、今回もご案内をお送 りしたところ再びご

来場下さったc先生は 2015年 にノーベル生理学・医学賞を

受賞され現在は女子美術大学の名誉理事長となられたが主

に女流伸i家 の作 ILを 収集され、山梨県韮崎市に美術館を建

設されたc美術への関心の深い先生に再度のご高覧をいただ

き、制作を継続し仲 PH5と 発表することへの応援と一同励まさ

れた。

思い起せば、女
「

美付属の同級生であり共に aaca会 員の

山崎輝 1さ んと筆者が 40年 前、日本現代工芸美術展会場の

拙作の前で再会し、それから作品と共に交流が始まった。

その後、他の同級生も集まリデパー トで小品展などを行っ

てきたが還暦の記念に「再会展」を開催する企画を立てたの

が第 1回 日となった。19名 参加の同展では会場を訪れる懐

かしい1日 友との再会にタイムスリップしたかのような時間を

過ごしたことが今でも忘れられない。会場に人ってきた人の

顔を確かめるようにじっと見、突如「ウワーッ! 何々さん P」

と声をあげ、久しぶりの出会いに歓喜したものであった。旧

姓、ニックネームが飛び交い友達の友達が繋が り気分は高

校時代そのものに戻っていた。占希の 2回 ‖も 19名 の参加

で行ったが、その後時を経て制作することをやめた方、亡 く

なった方もお り元気なうちにということになり次の節日の喜

寿にはまだ間があったがこの度の 3同展を開1に した。参加者

は 10名 であったが前回同様賑やかに盛会社に終わった。

高校時代は時代的背景もあるが将来の職業をことさら意識

日本建築美術工曇痛曇基0 中 野 恵 美 子

することもなく、皆、ただ夢中になってキャンバスに向かい

お互いの作風に「あなたらしいわねJ等 々と無邪気に作品Iの

感想を述べ合っていた。高校卒業後 4年 市1ま たは短大への

進学、就職する者と進路が分かれたcそ して結婚、出産とそ

れぞれの生活に追われていたが、落ち着いてから久しぶりに

会ってみると何らかの形で美術に携わっている。隣のクラス

も含めると日展、日本伝統 1:芸展、国展、日本クラフトデザ

イン協会、女流画家展、墨優会等の会員、女優、写真家、靴

のデザイナー、大学で教える者もいた。llllK味で染色、陶芸、

水彩、畢画を嗜む者もいて実に多彩で生き生きしている。

「あなたらしいJ世界をベースに各ド|がそれぞれ成長し素

晴らしい‖t界 を築いている現在であり、幼い頃に好きなもの

に出会い、それと向き合いなが ら人生を過ごしてきた証で

ある。そのこと自体が有 り難いことでそれぞれ好きな道に進

ませてくれた親にそして、継続することを応援 してくれた家

族、友人に感謝するばか りである。

大村先生と出品者

趙:|な屁 国
=祠

隋

(撮影 :中野恵美子)
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展覧会のようす (撮影 :中野恵美子 ) 展覧会のようす



饉仁燿魏 絣隧攣 蒻

鶉颯扮鱚鶉枚勒

私は学生時代に機織りに憧れて、染織を勉強し始めましたc

その頃は『身につけるものを織るJと いう工芸的なことを

考えていました。

糸を染めて機にかけ、マフラーや着尺などを織 りました

が、結婚と共に30年近く機に触ることも無くなっておりま

した。

今の自分に出来ることは ?と 考えた時に、若い時学んだ織

があることに気付き、まず織り機を購入しました。何からは

じめようか ?と 考えていた時に学生の時に書いた古いノート

を見つけ、読み返していると、堀内紀子先生の特別講義が記

録されており「何をして良いかわからない時はまず手を動か

しなさい、一′心に手を動かしているうちに何か生まれてきま

すJと 書いた一文を発見しましたcま さに、その時の私に一

番必要な言葉でした。30年 見ていなかったノー トが私を導

いてくれました。『自分の好きなものを好きなように織って

見ようJ力滞1作を再開した私の出発点です。身に付ける事に

こだわらなければ、素材選びも自由になり、使いもの、透け

るもの、伸びるもの、痛いもの、重いもの、何でも試してみ

よう、素材にかかわらず実験しようとそこからのスター トで

した。

機械織りでは出来ない手織りによる表現を探してみようと

思い、裂織り絡み織り (奈良時代、正倉院の収蔵物にもある

技法で現代でも夏物の着物に使われている紗とか経の伝統

的な技法)の技法をしばらく行いました。 独自で一年余り

制作していましたが、これで良いのだろうかと思い神奈川県

展に出品したところ、思いがけず賞を頂き、続けていこうと

思いました。その時に知り合った方から、東京テキスタイル

研究所 (残念なことに現在は閉鎖されましたが、前身は京都

σ)

研

造

使

も

す

が

て

現

い

ス

か

探

し

表

協

Jl

作

チ

協

い|

ル

ヽ
を

　

い

ま

す

つ

表

さ

　

キ

リ

を

と

発

芸

に

ヽ

い

芸

謝

イ

い

糸

　

缶
供

で

な

で

小

　

テ

縛

見

手

を

工

Ｊ

れ

良

工

感

な
審
躍
嗽
諄
制
雄
　
　
　
　
　
　
躙躙
莉

新制作協会会員

日本建築美術工芸協会会員

五十嵐通代

「見えているのに見えない

もの」 110X350

16  臨  2θ 7ア アnoアア

(単位 :セ ンチメートル)

「群静れる」 250X320 「夜の音」 90X180 「たわ。たわ。」 200X120



畿糞瀧魏颯饉警 卜

瞑麒核瞑鐵瘍礫饒

今回、aacaの ご協力のもと、岡崎信用金庫井円支店にて

モニュメントを設置する運びとなりました。多くの方々のご

支援、ご協力に深 く感謝中し 11げます。作占|1制作に当たって

は aaca法 人会員菊川Jl業株式会社のご協力によるもので、

大変有難く心より感謝いたしますc

作品「Bloom― 芽吹 く‐」は、2014年 のギャラリーでの個

展から始まり、寺院、農村舞台など様々な場所で展示をさせ

ていただきました。私達の心に茅/1え た希望や想いが、人と

人とを繋 ぐ時、またそこから別の何かが芽吹いていく。そし

て、観る人が少しでも楽しい気持ちになってくれたらという

想いを込めて作 りました。

私は作品そのものよりもむしろそれを取 り巻 く周 りの空間

を感じ、それを活かすために作品をつ くる、といっても過言

ではありません。私の作品は、見えない部分や空間が息づき、

観る人の想像力や身体性を引き出す装置だと思っています。

それらは、私が育った古い家の記憶から来ていますcr供の

頃、よく同じ所で順いたり、急な階段を登るのに手足を使っ

たり、段差によっては他よりたくさん足を 11げたり。また、

"BIooln‐ ―芽吹く
い2015

(名 古屋市民ギャラリー矢田 。名古屋 )

(撮影 :山 EEl幸 ―)

“BIoorn― 芽吹くノ 農村舞台アートプ輝
ジェクト2015(豊 田市旭八幡神社・愛
知〕 (撮影 :井上貴雄 )

「原点回帰」2016(長久手文 ft・ の家 。

愛知)    (撮 影者 山田幸―)

美術家
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カロ藤恵利

日には見えないけれどその場所の匂い、湿気、音などを感じ

たり。習慣化された生活の中で、身体がそれぞれの感党を次

第に覚えていく。私の空FH5認識は、そうした経験の中で体得

していったような気がします.

そういった空間認識を明確に打ち出したのが、最近の制作

テーマとしている「すきまJと いう作品です。 1つ のモノを

どんなにくっつけようとしても「すきまJは 自然にできてし

まいます。それどころか、「すきま」を埋めようとすればす

るほど、かえって「すきまJは増えるばかりですc「すきまJ

は無駄な空間かもしれません。しかし、私にとっては、無駄

ではありません。「すきま」は、モノとモノとの本H対的な関

係から成り立っており、それら二つを活かすために存在して

いるのです。何も無いところからは生まれません。「すきまJ

と「すきまJを重ねるうちに、また「すきまJができ、どん

どん増え、もはやどこが「すきまJで どこが「すきまJでな

いのか、わからなくなる。空っぽであるはずの「すきまJが

新たに空間を作り、観る人の想像力を刺激し、あるいはその

可能性を広げていく。そんな作|マlですc

様々な記憶の断片から作IIIIを 作るc作 lil,自 体はフィクショ

ンかもしれません。しかし、そこにリアリティを感じさせる

もの。作品が、その場所から生えているかのように。既成lllk

念や言葉に頼らない、心の深い部分で感じる事ができるもの。

そして、創造の世界をもっともっともっと自由に楽しむ事が

出来るような、そういう作古||を 作っていきたいと思います。

「すきま2」 2017
(ハートフィールドギャラリー 。名醸 )

(撮影 :山 IEl幸 ―)
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鞣平軋鰤燒琥譴戌骰

私がこの 3月 まで所属 していた「不二窯業株式会社Jに
ついて、その生立ち、何をやっている会社でその実績は、

また当社 と関係の深い前川國男建築設計事務所 (現・前川

建築設計事務所)と の関わりなどを簡 Hlに紹介します。

1昭 和 8年 4月 に東京市京橋 IX新富町3J^日 に設立された「1昭

和タイル商会Jが前身で、その後改組される形で昭和 17年

1月 に「有限会社松嶋窯業化JlJが設立され、更に終戦の翌

年の昭和 21年 7月 に「イく1窯業株式会社Jと 改組され今日

に至っています。

当時の代表的な仕事としては昭和 24年「慶應義塾大学学

生ホール内部タイル Ii事 J、 昭和 29年 「森永製菓本社増改

築内外装 タイルエ事 J、 昭和 29年「神奈川県立図書館外装

テラコッタブロックエ事Jな どがあ り、何れも大型のビル

エ事をメインにしてお り、これは現在においても同様です。

昭和 30年代にはいると札幌五番館、弘前市庁合、東北電力

ビル、新潟束映ホテル、横浜市庁舎、川崎市庁舎、東京文

化会館、国会ⅨI書館本館、新宿厚生年金会館、岡山県庁合、

香川県庁舎、京都会館、そして全国各地の多 くの電報電話

局など全国に広がっていました。

タイル施工業者 として全国展開をしているのは当社一社

のみで、昭和 32年 に大阪営業所、昭和 33年 に札幌営業所、

昭和 41年 に仙台営業所、昭和 43年 に福岡営業所、日召和 48

年に北関東営業所、昭和 58年 に新潟営業所、平成 9年 に

横浜営業所を開設 しています。これは大阪・札幌営業所開

設前後に日本電信電話公社の電信電話局のJi事がかなりあ

り、東京からの出張では賄えきれなくなったことが大 きな

要因でした。昭和 40年代に入ると弊社と前川回男7LE築 設計

事務所 と共同で開発 した「壁体打込ブリック 11法 Jが前り||

団男建築設 ll事務所のみならず、日本電信電話公社に採用

され、他の設計事務所にも多く採用されたことで更に仙台、

北関東、新潟営業所開設へ と繋がっていきました。

さて、不二窯業と前川國男建築設計事務所との繋が りは、

1昭 和 29年 に八重洲に立てた新社屋 (創業当時は新富田J^)の

2階 に前川団男建築設計事務所の一部の方たちが移ってきた

ことでより緊密になってきたようです。 しかし、そもそも

のきっかけは、残念ながら分かりません。

不二窯業がサブコンとしてその確固たる地位を築 く契機

となった「打込用壁体ブリックJは、前川事務所 と共同 Ftl

発した、従前のコンクリー ト壁にモルタルで張 り付けるの

ではなく、型枠に仮 l11め したブリックにコンクリー トを流

し込み一体化させ、剥離を起こさないようにするという画

||||1111 2θ 77 7noア7

日本建築美術工芸協会会員 森田高年

0な。■,イ亀亀鷲だl事

争ぽう

'機 '(|●

拿
=ギ

・
9<'t驚

電奉

'こ

率ゞ こと滲■T

書J

凛

峰継争撃摯群罐麟螺も海評轟
『

亀聾欝驀驚
=,=1・

織議`

亀鶴ずれ驚甲

鐵薔
篤憮警鶴壁

馘″熙

攀雪榊

壁体打込ブリックエ法説明絵
2013◎ 東京都美術館X東京藝術大学
とびらプ自ジェクト design i Asako Su2uki

,髯 〈絆驚t.・

・
)

熊本県立美術館



畿糞財魏鋏ボー‐卜

福岡市美術館 PC版打ち込みタイル 東京文化会館

東京都美術館 三菱一号館最初のレンガ積

期的な特許でした。これが開発されたことによリコンクリー

ト打放 しが年月を重ねると醜 くなっていく事がなくなり、

昭和鋼機の耐候性コールテン鋼サッシュ、湊建材のプレキャ

ス トコンクリー ト、そして打込ブリックのイく二窯業 という

三羽ガラスが出来 Lが ったのです。ただ、残念なことには、

この 3社 のうち、現在 も当時と変わらず業務を続けている

のはイく1窯業だけになってしまいました。

当社も業務としては新たに開発 したタイルの1吃式工法 (ク

リップロックオン E法 )、 外断熱レンガ積 1:法 、レンガの乾

式工法も開発し、多様なニーズにこたえるべ く日々技術開

発に邁進 してお ります。更に、改修 l:法 の FST I:法 も歴史

的建造物の補修・改修に多 く使われるようになってお りま

す。また、駅前等の公共空間のデザイン・管理・施工等も

行い (金属、ガラスが主ですが)多様化も図ってお ります。

aacaの 広報誌ですので関連 した建物では建築家・芦原義

信 (aaca設立者)の 千葉県佐倉 |ド にある「国立歴史民俗博

物館」、長野県諏訪市にある「北澤美術館 J、 その隣にある「ホ

テル紅や」があります。そして岡本現会長が関わられた「八

王 F市庁舎」、「恵比寿ガーデンプレイスJな どがあります。

ffiC0 20t7.7 no.77 19
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会社の歴史

エスエスは昭和 35年 に SS現像所 として富 IIIで創業 しま

した。昭和 40年 には名古屋で株式会社エスエス現像所 とい

う名で企業組織としてのスター トをしております。当時から

竣工写真に特化してお り、建築業界の発展とともに企業規模

も成長してまいりました。

昭和 43年 には大阪万博 を迎え活況にあった大阪へ進出

し、その 5年後には東京にも事務所を出しました。後に福岡

と仙台にも拠点を広げ、全国組織の竣工写真の会社となり今

に至っておりますc

現在ではシェアの高さでは及ばないものの売 11額 では東京

が大阪・名古屋を大きく離し、全体の半分を占めております。

今後も暫 くは日本の経済の動向とともに東京シフトが進んで

いくものと思われます.

比較的規模が大きめの活動をしてお ります東京・大阪 。名

占屋では営業と撮影を分業化 しております。きめ細かい対応

ができるメリットはありますが、設計者との関わりも大きい

仕事ですので撮影者が窓口となる場合もあり顧客のニーズに

合わせて臨機応変な対応を心がけております。

竣工写真業界を襲ったバブル崩壊とデジタル化の波

建築業界と共に順調に発展を続けていた竣工写真の業界

は平成に入るとバブル崩壊により縮小へ と向かい始めまし

た。後のリーマンショックなど幾つもの危機的な時期があ

り、事務所を閉じる同業者も少なくありませんでした。

ll時 に従来のフィルム撮影からデジタル撮影に変わった事

にも大きな影響を受けました。

データ納∴||が 当たり前となった分、従来の様な写真プリン

トとアルバムの発注は激減しました。

弊社はこの変化への対応として、施主向けの写真データ管

川!シ ステムの提供、画像修正処理、早い時期からの竣エアル

日本建築美術空覇懇I鰹佗  中二平等  不表

バムのフォトアルバム化など、次の時代への商品を提案して

まいりました。

現在は、建築業界は好況な状況となっておりますが、オリ

ンピック後の経済変化に備えて絶えず新たな提案のできる体

制を目指していきたいと思います。

従来の報告用の写真としての存在では無くなった竣工写真

デジタル撮影が当たり前となった現在、竣工写真は建物完

成後もいろいろな場で使用されるようになりました。どちら

かと言えば竣工写真アルバムの提出というより、その後の利

用に重点を置いている方が多いと感じます。

賑わいの創出を演出するために撮影時期を敢えて引渡し後に

行い、人を人れた撮影をする事はもう当たり前になっておりますc

撮影する側も画一的な撮影ではなくニーズに合わせた対

応、または提案する力が必要になっております。

歴史に携わる仕事

弊社は竣 l:写真の業界内では、かつては組織同士の繋がり

という特徴が強かったのですが、今は顧客と個人対個人でも

繋がる様になってきております。

弊社のカメラマンを指定して頂ける顧客も多くなってきて

おり、大変感謝しております。

デジタル化によってある程度の事は誰でも出来てしまう世

の中になりましたが、どうしても人間でなければダメな部分

はまだまだあります。

弊社の業務もまさに、その重要な部分を持ち備えている事

に幸せを感じます。

たくさんの人の知恵が集まって完成した建築物を後世まで

残す重要な役割の一端を担 う企業 として社員全員が誇 りを

持って業務に携わっております。

これからも建築業界、日本建築美1子工芸協会の皆様ととも

に発展していきたいと思ってお りますc

早稲田大学キャ)′ パス 3号館
(撮影 :東京支店 走出菫道)

「キンベル美術館」 「リスボン万博 ポルトガル館」S拇

(撮影者 : 島尾 望)

(撮影者 : 島尾 望)
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第 1891可 aacaフ ォーラムは3月 29日 建築会館で、防災に

関わる新 しい概念「1)haseFrecJ(フ ェーズフリー)に ついて、

スペラデイウス株式会社代表取締役・佐藤pll行氏にお話しい

ただいた。

フェーズフリーとは、これまで人類が解決できなかった繰

り返し発生する災害に対して、災害時の特別な防災という考

え方ではなく、平常時や災害時などの社会の状況に関わら

ず、適切な生活の質を確保しようという新しい概念である。

佐藤氏は学生時代に大学で災害軽減 (防 災)工学を研究

する中で奥尻島地震 (1993年 )、 阪神・淡路大震災 (1995年 )

に山:而 し現地に入ったが、自分の無力さと同時に防災を行政

やボランティア活動によって実現しようとする現状への限界

も痛感し、「防災はビジネスによって実現されるべきなので

はJと の思いが芽生えたという。そして平常時と災害時とい

う二つのフェーズ (状態 =垣根)の区切 りをやめ、フェーズ

フリーというlll念 で普段の生活がそのまま防災になるような

モノやサービスが作れないかと考えるようになった。つまり

防災時には普段 とは違う方法で役立ったり、生活や命を守れ

ること。それがフェーズフリーという価値である。

フェーズフリーがいわゆる防災と異なる点は、あらゆるモ

ノやサービスに関わる企業や個人が全員 ヒ役であることで

あり、これまで防災について考える役目は防災の専門家が多

くを担ってきたが、フェーズフリーではモノやサービスを提

案・提供する令ての人がそれぞれの専Fi性の中でフェーズフ

リーという付加価値を加え、新たにデザインし改善して提供

することで、災害時でも安心して豊かな暮 らしができる社会

へ近づ くと述べる。

フェーズフリーはどのような状況においても利用できるこ

と。日常から使え日常の感性に合っていること。使い方、使

用限界、利用限界がわか りやすいこと。気づき、意識し、災

害に対するイメージを生むこと。参加でき広めたりできるこ

と。と定義している。そしてカテゴリーとしてはモノを軸に

した (プ ロダクト分野)と 、コトをllllに した (サービス分野)

に分類している。

佐藤氏の説明によると、例えば、

A防災及び特定の職業などで日常的に利用しているものでは

(プ ロダクト分野)日 常時から工事や作業現場などで利用

され防災グッズとしても活用されるヘルメット

(サービス分野〉常に守るという役目を担っているガードマン

B利用方法を提案することでフェーズフリーの価値を提供す

るメ11で は

フォーラム委員会

(プロダクト分野〉ベットボトルウォーター

(サービス分野)日 常時から災害への力1識・理解を深める

教育を取 り入れ対応力を向上

C日 常時も非常時も同じフェーズフリーの価値を提供し続け

るという面では

(プ ロダクト分野〉水に強いベン

(サービス分野)日 常の利便性に加え非常時にも物資を確

保できる宅配サービス

D日 常時とは別に災害時に役立つフェーズフリーの価値を発

揮する場而

(プ ロダクト分野)日 常時は省エネでエコ、非常時には生

活用の電源に利用できるPHV車 (プ ラグインハイブリッ

ド車 )

(サービス分野)日 常時には健康管ll、 リト常時にはベット

の避難先として利用できる動物病院

以上を見てくるとフェーズフリーという言葉は耳慣れない

が、内容は日常の中で意識し見1貞 すことで取 り組めそうであ

る。日常生活の中でもタンスなどを固定したり、階段の上の

飾 り棚に重いものを置かないなどの配慮はしている。上記に

水に強いベ ンとあるが、超撥水性の風t呂 敷は水を運ぶのに

使えそうである。そのように考えると学生に課題として提出

できるなと思った。そのことで若い人も防災について身近な

ものとして捉えるようになるだろう。また日常の食品も特別

に災害用というのではなく保存口」能なものを常備すればよさ

そうだ。保存を考慮した日本食を見直すのもよいかもしれな

い。日常の中での防災について考えるよい機会となった。

(撮影 :飯圏郷介)
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「繋ぐJを テーマに、30cm立 方という限られた空間の中で

の表現による展覧会.

建築設計、各種素材メーカー、美術工芸作家、学生、その

他あらゆるジャンルの人達が普段関わる事のない人達と出会

い、刺激し合う事で繋がりを持つきっかけになることを期待し

ましたc38名 40点の参加がありました。

鐵量饉考 |こ つし亀て

2017年 4月 10日 (月 )午 後2時 より

終了
′
li後 4時30分

40点 ※1回 Hに してはまずまずの作品の数・内

容・魅力

斤屋 ]1(選 考委員長)山際裕史 村リト久美

イリト藤 愛 中村茂幸

審査委員には一切出品作家の名前は伏せて行わ

日本建築美術工芸協会会員

展覧会委員会選考委員長
庸屋 正

審査経過

れた。

第11可 日の投票 :全作品の40点 の中か ら6点 を各審査員記

人。開始後1時 間の3時 に集計。計18点 が リス トアップ。

この中に1票 の作品が13点 あ り、審査委員の話合いで精査

し、計9点残るc因 みに3点以上獲得の作品が3点 あった。

第2回 目の投票 :9点の作 1昇|の 中から1人3点 選ぶ。この結果

6点 が残った。尚、満票の作 1星|が 1点 あ り、この作品につい

て話 し合いがあ り、文句なしに最優秀賞に推挙 された。3

票獲得の作品が2点 あ り異議なく優秀賞に選ばれた。佳作

には3作 品票を獲得 したものがあ り、佳作賞 とした。賞が

決定し、始めて受賞者のプロフィールが審杢委員に示され

最優秀賞に選ばれた久常久美子さんについては審査委員も

係の人も女Πらない方であ り、作品は非常に新鮮なものであ

り見れば見る程に魅力的な作品であった。作家の現実の体

験を基に作 られたものであ り、見る人に何かを語 りかけて

くるようで素晴 らしい作品であった。また作家の熟年齢を

感じさせない生 き4Lき とした作品であることも書 き添えて

おく.

審査委員の感想 :30cm立法の空間をどのようにとらえる

かという点において審査委員の意表を突き驚かすような作

品が現れなかったことは残念であったと審査員全員から異

口同音に発せ られた。

BOX=30cm立法をどう解釈 し、何をどう表現するかが問

われたコンペティションであったが、審査員一堂に自分を

22  .||||||1 20777noアア

会場風景

驚かすような作品|が なかったことに一抹の不満があった。

BOXの 中にあるものが飛び出そうとするのか、はみ出す

のか、また縮まって消えようとするのか、はたまた得体の

しれない微妙に動 くものとか、見る人を不安に陥れるのか

等々いろいろな考えがあるだろう.アーティストは常に自

分と向き合い楽しいもの、気持ちの良くなるようなもの、

何かえも言えないものとかを想像しないのだろうかと思っ

てしまった。

H頃、作家が制作・試行する活動の域を超えて敢て新し

いことにチャレンジしてほしかったと思う。

濃OXl震

審 今 日

応募作品

審査委員

最優秀賞

優 秀 賞

久常久美子 (一般)

「再生」

新賞広記 (会員)

「Vesd ベッセル」

大河内久子 (会員)

「風の通り道」

(株)フ ィールドフォー・デザインオフィス

「うち ‐そと」

田中ショウ (会員)

「太陽の職人 (スカラベ)」

小野寺恵美 (会員)

「段を持つ箱一誘う土」

作佳 榊竜太 (会員)



鰈麒痰嘲謳釉呼鰺 BのX震 ‐ 繋鑢

玲 祗撥儡鉤

蝙 麒儡釉

新責広記 (会員)Vessd
ガラス

ガラスの起源を語るときに引き合いに出されるのがプリニウスによる「博物誌」の
中の話しです。紀元前数千年前に「ひとりの船乗りが東地中海の海岸で炊事をす
るのに炉を築こうとして、船荷の炭酸ソーダの塊を用いたところ、炉の熱によって
ソーダの塊と海岸の白砂がイ周然混ざり合って溶解し、世界で最初のガラスが誕生
した。」この説が事実かどうかは誰も知ることはできませんが、私はそんな船乗り
の初めてガラスを目にしたその瞬間を想像しながら作品制作をしています。

鸞 饉作

榊フィールドフォー・デザインオフィス (会員)

うち―そと
フィールドフォー・デザィンオフィスは、インテリアと
ランドスケープとが密度の高い連携をして、建築の内
外をシームレスに"繋 ぎ

つ
ます。当展では、それによっ

て創造される豊かな環境空間を、ひとつの箱を使い表
現しました。

久常久美子 (一般)再生
ワイヤー、綿糸、綿布、原毛
突発的な事故で感じたこと。前方から歩いて来た人と腕が触れ、転びそうになっ
た時、相手方が手をさし出して下さり、転倒せずにすんだ。一瞬、何がおこった
/‐」`。

腕から出血しおどろき、眼で捉えた感1青 を眼球と網膜側に表現しました。
その後治療の結果も良く、再生能力のある皮膚に感謝している。

大河内久子 (会員)風の通り道
ステンレス

ステンレスのキリッとした素材感で、風の通り抜ける空間を感じてほしいです。

嶺
圏中ショウ (会員)太陽の職人 (ス カラベ)

大理石

古代エジプトで太陽神と同一視されていたとぃうスカ
ラベ。太陽とまでは言わなくても、何か大切なものを
ひたむきに、孤独に、様々な困難を乗り越えて糞を転
がす姿は、どこか職人仕事を連想させる。

4ヽ野寺恵美 (会員)段を持つ籍 ―誘う土 ―

陶土

四角い箱は壁を持つ事で底を覗き込むと不思議な世界
が広がっている様に見える。外側からのF口 象とは異な
るその空間を、外へいざなうのか、内へと誘うのか―

繋げようとする土塊は銀彩を施して対角に配した。段
がある外観の回いイメージや、軽やかに内側l_入 りこ
もうとする柔らかな形状の様に、上の多彩な表情でテー
マを表現した。
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塚聰光飩隧鑢作仁

吉圏佑子 (会 員)彿 (ホ ウ)

本、絵具、アクリル、紙、糸など
大谷美智子 (一般)千 本占地 (セ ンボンシメジ)

生糸、テクス、タイシルク

五十嵐通代 (会 員)To move
ll d紙 、ステンレス

深尾雅子 (一般)連締と Aヽ力 thout A Pause

紙管、JZ、

松岡BJl子 (一般)貴 きもの (ト オトキモノ)

糸 (絹、ウール、綿、rit)、 鋼線、真ちゅう線

白野順子 (会員)璃ヒ欧の憲い―オー回ラ
シルク染色

加藤恵利 (会員)3Ю oIYl¨ 芽吹く‐

木材、アクリル、ニス

■
■
■
●
■

渡遇雅子 (会 員)運鎖
ミクストメテ■ア

谷国千恵子 (会員)透ける・受けるかたち
グラフィート (フ レスコ)、 ガラス

ー
 2θ 777noアア

化石のまなこ圏中 毅 (一般)

星 素子 (会員)D③ PUBttG素ことば (モ トコトバ)

段ボール、アクリル
椎橋文子 (一般)パンドラの箱から ｀

本、羊皮紙、金箔

・驚鷲111ヽ露:

・覆
一ご

″
・



趾躊X震 綺鐵 4‐

野饉真理 (会員)そ らの窓

陶、粉漆、金属箔
吉圏 実 (会 員)瑕薄える???
セラミック、イヤホーンなど

犬飼三千子 (会員)本精つ子 (こ だまっこ)

布、紙、発泡スチロール

平曲健雄 (会員)光 を紡く・

カラス

賛井保秀 (会員)Somethng we need(lrllか 必要な
もの)ステン1/ス ワイヤー、アl17ミ ワイヤー、アクリ
ル、テクス、フィルム

常松欽治 (一般)窯宴灯 (よ うえんとう)

せ器質

安河内敦子 (会員)浮遊する影
ステンドグラス、漆

(会員)Tinte― A Tin・ e― B

まさこ (会員)無 趣神

陶器
直1崎 lll子

皮革、本

ノクチミエ■ 1会員)宇 癌庭園

ガラス

(会員)遠 き島より tseedS)

20t7.7 no.77
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隧鯰贔塚颯躙薇蝙

可児友紀 (会員)'一 ケ (bouquet)

ガラス
久野博美 (一般)ナ ニトリ

ウーー′レ 麻、ステンレス
甲陶格子 (一般)たまむし
フェルト

松爾静rt,(会 員)無
=り

し,

山本 誠 (会 員)

故/~・破曲晴のOR:CA購 皿と山本誠の「生きものたち」

松本治子 (会員)越境する陶片
タイル、金属

ヱ
・

紀

ス

上

予

一二
ガ

神

陶器

まさこ (会員)無 題

吉野調シ子 (会員)芽吹
ステンレス、アルミ、銅

星 素子 {会長)琉 艶 (リ ュウエン)
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鶴③X震に参力国して

私は、 R召 和 15年 頃には、世界のハッカの 7割程を生産し

た田Jと して有名であった北海道北見市で生まれました。現在

では、質の良い玉ねぎの生産に力を入れている地IXです。

北見市立西小学校に入学し、1年 4Lか ら4年生までの間、

担当された美術大学出身の女性教師の影響で、ⅨI画 :l:作 が大

好きになりましたcこ れが、私の作品作 りの原点で有るよう

な気がします。

その後、北見 lド から結婚のため、埼玉県大宮 |ド に移 り住み

ました。

人宮での生活の中で編み物の先生に個人指導を受けてい

る過程で、既製の糸では物足 りなさを感じ、好きな彩と糸で

作品を創 りたいと思うようになりました。

雑誌「毛糸だまJに東京テキスタイル研究所で、糸を倉1る

クラスの様子が掲載されていたので、 |■ 速入学の手続きをと

り、「糸を倉1る Jク ラスを初め「織」、「染色」、「糸からの動き (造

形)J、 「フエル ト造形Jの 各クラスで学びました。在学中に

体調を崩し、人退院を繰 り返しながらも、日常の生活の中に

物倉1り に取 り組むことを強く望むまでに回復し、作品創 りも

出来るようになってきましたc

そのような時に、新制作展の会場で、タイミング良く以前

東京テキスタイル研究所で指導を受けていた時、発想や個性

を人事にし、指導力の大きさを尊敬していた先生とお話をす

る機会がありました。

先生が各人の望んだ授業内容で年 14L・U、 少人数のグルー

プ教室を開催していることを知 りました。教本の場所は、私

にとって交通の使も良く、数年ぶりに′い躍る気持ちで、人会

2013年  「朝陽J

早朝や夕方のウォーキング
コースは、近 くの堤防で晴
れた日には遠方に富士山が
見え「朝陽」が顔を出す。
強烈に勢いよく舅る朝陽は
丸く美しい。
茜色に染まる夕陽。アッ“と
言う間に山影に消える。

2014年  「ばたん雪J

月の光に照らされて、ひらひらと幾重
にも重なり合って降ってきた、ぼたん
雪深々と降っている光景を眺めている
と桜吹雪の様に見えてきた。

美術家
日本建築美術工芸協会会員

久常久美子

させていただきました。

メンバーは、年齢・職業等それぞれ異なり、また驚 くほど

遠方からの方々が切磋琢磨しながら共に学んでいました。

当たり前になりそうな日常/4活 で感動したことを探 しなが

ら、それらを表現するテーマを各人がビックアップし、五感

を研ぎ澄ましながら発見する授業の面白さを感じています。

例えば私のように、生きることは死の営みの一部で有ること

を体験した者として、今回の作IT!も そのことを題材としました。

「BOX展 ―繋 ぐJの数々の素晴らしい洗練された作品の中

で賞を頂いたことは、私にとって [Eし く晴天の鮮震でした。

今まで、他の展示会場に見に来てくださっていた方々に、

感謝の気持ちで BOX展の写真 とメッセージを入れ、最優秀

賞に選ばれたことを報告しました。すぐに、電話・メールや

好きな詩人の一節を手紙に書いてのプレゼント、作品につい

ての感想が届 くなど、こんなに喜んでいただき改めて最優秀

賞をいただいたことがうれしく、涙が 111ま りませんでした。

これからも小さな一歩を大切にし「継続は力なりJ、 体調

をコントロールしながら、活動していきます。

活動記録

1993年 東京テキスタイル研究所で学ぶ

94年 織展 /東京テキスタイルギャラリー /世田谷区

97年 糸からの動展 /東京テキスタイルギャラリー /世田谷区

2005年 回路展 /ギャラリーくばた /東京 京橋

12年 テキスタイルNOW展 /世田谷美術館区民ギャラリー

14年～17年

テキスタイルNOW展 /東京山脇ギャラリー /千代田区

2013年  「和む」

受話器の向こうから間こえて
くる、違い北海道の兄弟、友
人、知人達からの懐か しい
声、楽しい会話に心が和む。
転層で用‖染みの薄い環境に居
た私にとっては、原動力でも
あり活1生斉Jに なった。

2015年   「耳」

顔の左右に耳がある。
人 それぞれに、違った形があ
り、気になると色々な耳を探
したくなった。また、面白がっ
て自分の耳を鏡に映し創って
みました。

ヽ  藤
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個
人
会
員

安部大雅(陶l家 )、 薄井賢―(菊川工業)、 岡野正人(建築家)、 東條

隆郎(建築家)、 森田高年、吉田 実 (建築家)、 渡辺直子(菊川工業)、

久常久美子(美術家)池田郁雄(金工家)、 早津和之(静岡県庁)

法
人
会
員

安藤物産lal
代表取締役社長

安藤謙―郎

〒192-0053八王子市八幡町 8-4
TEL 042‐ 627‐ 5511

杉田エースllkl

代表取締役

杉田裕介

〒130-0021墨 田区緑 2-14-15
TEL 03-3633-5150

閉横森製作所
代表取締役

有明利昭

〒151‐0072渋 谷区幡ヶ谷 1‐29‐2

TEL 03‐ 3460‐9230

躙畿Å畿 彙 。会 鐘り難軸  20嗜 6筆7月 ‐ヽ2蟻綿鶴電⑬潟(敬称略)

2016年 9月  個人情報保護法の改正が成立した事を受け、個人は

氏名のみ、法人は会社名・代表者又は担当者を掲載致します。

《新入会員》

会報 77号 から表紙の写真が替わりました。協会会員川上喜

三郎氏の作品「光 と影、そして反射」シリーズ「蜃気楼舞台J

ですc川上喜二郎氏はロンドンで設計活動を始め、やがてAA
スクールの教授を務め、彫刻家としても幅広く活躍されています。

協会の重要な事業である芦原義信賞 (新人賞)の賞牌は川上先

生の作品です。川上先生には会報の表紙への作品写真のご提供

を3回お願いしていますが、次号の表紙も楽 しみなところです。

会報には、会員の皆様からのご意見、ご希望、原稿の執筆を

お願いしていますので、広報委員会への投稿をお待ちしており

ます。また会員個展・催 し物の広告掲載も可能です。詳しくは、

広報委員会・事務局にご相談ください。

OOCO 2ot77no77

発行人 会長 岡本 賢

発行 一般社団法人 日本建築美術工芸協会

〒 108-0014

東京都港区芝 52620 建築会館 6階
TEL   03-3457-7998 FAX 03-34571598
URL  http//www aacalp COm
E―Mal nfo@aacajp com

編集 広報委員会

委員長 飯田郷介

会報担当副委員長 野口真理

会報編集委員 五十嵐通代 石田 真人

田島 一宏  山下 治子

編集制作協力 株式会社 アム・プロモーション
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法
人
会
員

郡リース閉 住所変更
〒 106‐0031

港区西麻布 3‐20-16西麻布アネックスビル

コトラキ
シーティング腑

担当者変更
営業部営業開発部室長 戸澤普一

(前任 佐藤勇樹)

神鋼ノースllXl 代表者変更
代表取締役社長 畑中邦彦

(前任 遠山茂幸)

lal染 野製作所 代表者変更
代表取締役社長 染野省三

(前任 染野悦彦)

llAl高 島屋
スペースクリエイツ

代表者変更
専務取締役 営業本部長

浅野吉丸 (前任 梨本辰夫)

田竹中工務店 代表者変更
執行役員設計本部長 川合智明

(選任 菅 順二)

l■lTACプ ロパテイ
デザイン事業部

担当者変更 永石光弘 (前任 平田裕太郎)

TOTOm
代表者変更

特販本部副本部長 田中正弘
(前任 佐藤仁美)

担当者変更
特販第1部特販第1課 伊藤岡1士
(前任 佐藤仁美)

ナブコシステムい 担当者変更
営業統括部営業開発部 部長 本田
(前任 鈴木敏正)

４
相

lal野 口硝子 担当者変更 工房主任 可児友静己 (前任 入澤郷子)

ヒガノい 担当者変更
東京営業所所長 腹子達朗
(前任 音井弘文)

不二窯業い 担当者変更
取締役工事統括部長 田中信之

(前任 森田高年)

みはしl■l 担当者変更 青木勇弥 (前任 高安晃久)

lalメ ック・デザイン・

インターナショナル
代表者変更 代表取締役 取締役社長 渡邊顕彦

lal森 ビル 代表者変更 代表取締役社長 辻 慎吾

lalYAMAGIWA 代表者変更 東京ソリューション営業部統括 松川晋也

ⅢLIXIL
住所変更

〒 169-0074

新宿区北新宿 2211新 宿フロントタワー

代表者変更
常務役員 LIXILジ ャバンカンパニー営業

開発本部長 老川忠志 (前任 神谷宣夫)

旧東芝 会社名変更 東芝インフラシステムズ株式会社

m安井建築設計
事務所

担当者変更 岡田裕美子 (前任 田中千晴)

《会員の異動》

芦原建築設計研究所 代表者変更 代表取締役 芦原太郎 (前任 石岡俊二)

閉鎚絵 東京支店 所変更 〒154-0004世 田谷区太子堂 316‐3‐lF

元旦ビューテー
エ業lal東京支店

住所変更 〒104-0061中 央区銀座 1-16-1東 貨ビル8F

旭 ビルウオールllll 担当者変更
経営企画室室長 藤山宜貴
(前任 生駒哲朗)

IAl石本建築事務所

代表者変更
代表取締役社長 長尾昌高
(前任 石井 誠)

担当者変更
執行役員 P“ndpJ Archlect能 勢修治

(前任 カロ藤淳―)

内山緑地建設m 住所変更
〒 104‐0032

中央区八丁堀 4‐ 9‐ 13ニ チレックビル5F

宇部建設資材販売Ⅲ 代表者変更
代表取締役社長 有冨 覚
(前任 河内正雄)

1欄 NTT
ファシリティーズ

代表者変更

取締役 エンジエアリング&コ ンストラク

ション事業本部長 松原和彦

(前任 横田昌幸)

大塚オーミ陶業い 代表者変更
代表取締役社長 大杉栄嗣
(前任 舟戸正巳)

lal大 林組

代表者変更 執行役員 山本朋生 (前任 小林照雄)

担当者変更
設計本部副本部長 賀持剛―

(前任 山本朋生)

いカネカ

代表者変更
住宅 Strate」 c unlリ ーダー 池上

(前任 田中 稔)

吉
子

担当者変更
住宅 Strate」 c Unl 谷川史浩
(前任 加藤 淳)

菊川工業い 担当者変更 渡辺英明 (前任 薄井賢―)
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